
＜校務利用＞ 生成AIを利用した保護者等へのメッセージの推敲

千葉県立東葛飾高等学校リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-A1

【目的】

文章作成時間を削減し、本質的な部分にフォーカスする。

【注意すべきこと】

• 個人情報を記載しないようにする。

• ハルシネーションを含めて生成された文章が絶対的に適切なもの

であるとは限らないため，むやみにコピーアンドペーストせず，

あくまで叩き台として利用する。

【成果】

文章作成にかかる時間が従来の３分の１以下になった。

実際に作成したものChatGPTでプロンプトの設定する様子



＜校務利用＞ 生成AIを利用して手書きのノートからLaTex形式に変換する

千葉県立東葛飾高等学校リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-A2

【目的】

教材研究用のデジタルノートからプリントを作成する際の手間を効率化する。

Goodnotes（for iPad）で作成したデジタルノート ChatGPTを利用してLatex形式に変換したもの



＜教育利用＞ ③ プロンプトのモデル提示と各生徒のプロンプトの共有で生成AI使用の可能性を広げる

千葉県立東葛飾高等学校リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B１

●ライティング課題における生成AIの不正利用防止
・課題：部分的とは言えない割合での生成AIの使用が一部生徒に見られた。
・目的：生成AIを正しく使用すること及び不正・剽窃という認識の涵養。
・方法：① 生成AIの癖や必要なアウトプットを返してくれる「目的に合ったプロンプト」を生徒に教える。
 ② 各生徒のプロンプト自体を教員や必要に応じてクラス全体に共有する。

    ③ ライティング課題のみならずプロンプトに対するフィードバックも行う。

【全体の目的】

・複数の活動にわたって継続的にプロンプトの質がアウトプットの質に及ぼす影響について試行錯誤しながら学ぶ。

・モデルプロンプトのみならず、生徒同士でプロンプトを共有することでたくさんのプロンプトとそのアウトプットを見て

検証し、生成AIの特性とその限界に気づく。

以下、その一部を紹介する。



＜教育利用＞ ③ プロンプトのモデル提示と各生徒のプロンプトの共有で生成AI使用の可能性を広げる

千葉県立東葛飾高等学校リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B１

●生徒自らテスト問題作成
・目的：実際にテスト問題の本文や問題を作成し、実際に解くまたは他の生徒に解かせることで生成AIの限界

に対する気づきを得るとともに英語学習の可能性を広げる。
・方法：① 教員として問題を作成する際のプロンプトの簡易版を複数の段階に分けて提示する。

 ② プロンプトのそれぞれの段階において分けた理由を生成AIの特性に即して伝える。
   （例えば、インプットとなるモデルの質やプロンプトの条件付け・長さ・明確さなどの違い。）
      ③ 生徒をグループに分け、グループ内で教科書の小単元を割り当て、それぞれ作問させる。
  （インプットとしてのモデルテキストは教員が事前に与える。）
      ④ プロンプトを閲覧できるリンクをウェブ上でエクセルに張り付け、クラス全体が作問過程を参照できる
      ようにする。

【成 果】
・生徒によって効果は様々であるが、例えば目的とするアウトプット以外を制限し、必要な情報のみを得ている生

  徒もいた。
・例えば作問における「紛らわしい誤りの選択肢の生成」など、生成AIの限界について多くの気付きを得ていた。

【課 題】
・生徒によって活動への積極性に個人差があり、また学びにも個人差があった。
・モデルプロンプトを超えるプロンプト及びアウトプットを得られた生徒は数人に限られた。

生徒にはChatGPT（無料版）を使用させたが、教員による提示には一部Copilotを用いた。



＜教育利用＞ 生成AIを利用してプログラムのコードミスを特定する

千葉県立東葛飾高等学校リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B２

【目的】
プログラミングの学習において生成AIを利用しながらコードミスを探して修正することで学習効率を上げる。

ChatGPTを利用した修正案 Geminiを利用した修正案

【考察】

今年度から，情報Ⅰの授業では Google 

Colaboratory を利用して Python を学習し

ている。

以前はコードミスの自己解決を促してい

たが，まるまる１時間をエラー探しに費

やすような生徒が少なくなかった。

これに対して， Google Colaboratory には 

Gemini を利用できる機能が備わっており，

これを使うことでエラー修正が短時間で

可能になった。

振り返りのアンケートでは，２５％の生

徒が生成AIを活用し，自分で解決できな

い場合に利用していることがわかった。

自分では何も考えずにコードを生成して

完成させてしまう，という教師の懸念と

は異なり，実際には生徒は皆，学ぶ意欲

を持っており，生成AIがその助けになっ

ていると感じた。



＜教育利用＞ ③ 授業実践（美術） 「画像生成ＡＩを活用した作品制作」

千葉県立東葛飾高等学校リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B３

授業の流れ（全７回）
第1回 ・画像生成AIの美術界での扱いと問題点 ・初回アンケート ・情報リテラシー

・実際の出力作品とその能力
・著作権・現在ある画像生成AIについて

第2回 ・画像スタイルについて ・実際に出力→ teams上のフォルダにデジタル提出
第3回 ・生徒による出力画像のプレゼン ・画像生成AIが苦手な分野 ・文字入れについて

・社会問題ポスターを作成→ 提出
第4回 ・生徒による出力画像のプレゼン ・使用中のAIについての現状分析 ・最終作品構想
第5回 ・ハリウッド映画ポスターから構図の基本を学ぶ ・作品制作課題条件の理解
第6回 ・フォントとイメージ ・プライバシーポリシー ・セパレーションを学ぶ
第7回 ・写真を元にした生成の実際（I2I）・最終作品完成→ 提出 ・最終アンケート

授業のねらい
１キャリア教育の一環として最新のテクノロジーに触れる。

２既存の技術を活用する応用力を磨き美術作品に生かす。

３情報リテラシー能力を伸ばす。

４画像生成AIの苦手な部分を把握し、人の手による補完の重要性

（文字入れ、レイアウト等）。

５イメージを具現化する能力の向上

科目名 美術Ⅱ（2学年） 単位数２ 全１４時間（７回）

学習指導要領の領域
A 表現
（3）映像メディア表現
ア（ア）自然や自己，人と社会のつながりなどを

深く見つめ，映像メディアの特性を生かし
て主題を生成すること。

イ（ア）主題に合った表現方法を創意工夫し，個
性豊かで創造的に表すこと。

第2回授業
生徒出力画像例



＜教育利用＞ ③ 授業実践（美術） 「画像生成ＡＩを活用した作品制作」

千葉県立東葛飾高等学校リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B３

今後の課題、方向性 ・ネットリテラシーの能力の向上 ・美的な表現技術等の美術リテラシーの習得

・既存の情報にとらわれない創造性の涵養 ・新しい技術へのチャレンジ

使用生成AI 使用環境 ・教員：ChatGPT Plus  DALL-E3 ダウンロード後の加工はAdobe Photoshop

・生徒：各生徒の端末で使用可能なものを各自で選択（BingあるいはLINEからDALL-E3使用が多く、一部leonardo AI）ダ
ウンロード後の加工はスマホ、タブレットでアイビスペイントを使用する生徒がほとんど。

参考文献等
・「サイバーパンク桃太郎」 ROOTPORT著（株）新潮社 ・「週刊少年チャンピオン 2023年 52号」秋田書店
・「芸術新潮 2023年 4月号」（株）新潮社
・「ハリウッド映画のポスターはあまりにもワンパターン」ということを証明したhttps://buzzap.jp/news/20120510-hollywood-movie-poster/
・ニューヨークタイムズ世界の話題 更新日：2022.10.28 公開日：2022.10.28 https://globe.asahi.com/article/14751645
・行政文書等・「初等中等教育段階における生成 AI の利用に関する暫定的なガイドライン」５文科初第758 号 令和５年７月４日
・「生成AI の利用ガイドラインの改定について（通知）」・デ推第５２９号 令和６年１月３１日
・生成AI の利用ガイドライン【第2.0 版】」千葉県
・「生成AI の利用ガイドライン別冊プロンプト集第1.0 版令和」令和６年２月千葉県総務部デジタル改革推進局デジタル推進課

＜実際の完成作品＞
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